
市民レポーター：小山・nom・羽田野・山本

問合 スポーツ青少年課

二十歳の門出を迎えられた皆さん、おめで
とうございます。

皆さんに4つの話をお伝えします。
1つ目は、最近の泉大津市の動きについ

てです。図書館シープラは、開館後3年を待
たずに来場者数が100万人を超え、シーパ
スパークには、レストラン「GARB GREEN 
WALK」がオープンしました。さらに、バーベ
キュー施設「N-GRILL」にドッグランも整備
され、昨年12月には泉大津急性期メディカ
ルセンターと周産期小児医療センターが開
院するなど、まちの様子は大きく変わってき
ました。これからのまちづくりを担う皆さん
が、泉大津市をより良い場所にしてほしいと
願っています。

2つ目は、夢と志の違いです。夢は自分の
笑顔に返ってくるもの、志は自分だけではな
く周りの笑顔に繋がるものです。志は、周り

からの応援を受けやす
いものです。挑戦を続け
ながら、「夢」を「志」に育
んでください。

3つ目は、自分で情報
を収集し決断することの重要性です。メディ
アや周りに流されず、自分で情報を集め、判
断してください。何をしたいのか、何を大事
にしたいのかを見極め、自分が納得する道
を歩んでください。

最後は、両親やご先祖、今まで関わってく
れた人に感謝の気持ちを伝えてください。自
分がどんな人生を歩みたいか心に誓い、一日
一日を大切に過ごしてください。楽しむとき
は楽しみ、頑張るときは頑張る。メリハリをつ
けて、健康で幸せな人生を送ってください。

以上、皆さんの人生が幸多きものになるこ
とを心から願っています。

市長　南出 賢一
（一部抜粋要約）メッセージ

出席者代表　誓いの言葉 （一部抜粋要約）

本日、このような盛大な式典を開催してい
ただき、本当に嬉しく思い、心より感謝申し
上げます。

コロナという未知のウイルスが猛威を振
るい、楽しみにしていたことも半分に削られ
た私たちですが、二十歳を迎えて、責任のあ
る行動が求められるようになりました。まだ
まだ未熟な私たちは、多くのことを学び経験
していく過程であると感じ、自分自身の目標
や夢に向かって努力を重ねるとともに、社会
の一員として役割を果たせる大人になりた
いと思います。

自分の夢は自分にしか叶える事が出来ま
せん。一度抱いた夢を貫き通す事はとても難
しいですが、自分のためにも、大切な人のた

めにも努力して
参りたいと思
います。そして、
私たちが 今 後
の時代を担い、
少しでも明るく前向きな未来を創っていける
よう、精一杯頑張ってまいります。

今日まで、私たちと関わり、私たちを育て、
ご指導いただきました皆様に本日私たちが
無事二十歳を迎えたことをご報告するとと
もに、出席者を代表いたしまして心より感謝
申し上げ、私たちの挨拶とさせていただきま
す。ありがとうございました。

泉大津市で生まれた私たち『まじ、永久不
滅』
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本日は成人の日にあたり、このような華々
しい式典を設けていただき、心より感謝申し
上げます。

私は昨年、ホッケー世代別日本代表選手
として、21歳以下Ｗ杯アジア予選大会に参
加させていただきました。この場をお借りし
て代表活動を通して感じたことをスピーチし
たいと思います。それは携わってくださって
いる人たちに感謝の気持ちを持って行動す
るということです。大会運営に関わる人たち
はもちろん、日頃から共に練習を行う指導者
やチームメイト、支えてくれている家族など、
ホッケーをさせていただける環境全てに対
して常に感謝の気持ちを忘れないように心

がけています。そして感
謝の気持ちを表すのは
行動です。ホッケーでは
応援してくださっている
人たちの期待に応えて
プレーをし、結果を残すということが感謝の
気持ちに繋がります。

今を作る人たちに感謝をし、これからは私
たちが現代を作る側になっていきます。この
門出を胸に刻み、それぞれの道で邁進してい
きたいと思います。

最後になりますが「二十歳のつどい」を開
催してくださった全ての人たちに感謝の意を
表し、代表挨拶とさせていただきます。
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二十歳のつどい令和7年1月13日祝

総合体育館で「二十歳のつどい」が開催されました。
出席者を代表して3人が誓いの言葉を述べ、決意を新たにしました。
また、本市出身のプロサッカー選手・喜田陽選手（セレッソ大阪）からのお祝いメッセージの紹介や、泉大津市

吹奏楽団による演奏、参加者全員による抽選会などが行われました。
当日は630人が参加し、それぞれの想いを胸に、二十歳の門出を迎えました。
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第5次泉大津市総合計画を策定しました！

「#おづの未来計画」

第5次泉大津市総合計画のポイント

「繋がりを紡ぐ」
多様な主体が繋がり、主体的に

まちづくりを進める「共創」によっ
て、問題解決や発展を目指します。

基本理念❶

「知識のアップデート」
最新の情報や知識に対して持続

的に学びの姿勢を持ち、柔軟かつ
持続可能な学びのまちへ進化し続
けることを目指します。

基本理念❸基本理念❷

「多彩な人材の活躍」
多彩な人材が集まり、一人ひと

りの個性が強みとなって活躍でき
るまちを目指します。

まちの将来像の実現に向けて、分野ごとに目指す姿を「基本目標」として体系的にまとめました。

主体的に学び、生涯にわたって学びの環境を
自由に選ぶことで成長し続けるまち

みんなが生き生きと、心豊かに
健やかに暮らせるまち

安全・安心を一人ひとりが考え、
みんなでつくりあげるまち

みんなが住みよい環境が
整っているまち

地域資源を活かしたにぎわいが生まれ、
再生、発展するまち

新たな力を取り入れ、柔軟に
アップグレードし続けるまち

人と人とが繋がり紡ぐ 未来輝くまち 泉大津

総合計画は、市の将来のあり方を展望し、その実現に向けた施策の基本的な方向や体系を示した10年
の計画です。
このたび、令和7年4月から始まる第5次泉大津市総合計画、愛称「#おづの未来計画」を策定しました。
泉大津市の未来を、みんなで共に創り上げていきましょう！

みんなで目指そう！まちの将来像 

〜何でも近いで ええとこやで〜

みんなが互いに繋がり、理解し共感しあうことで
新たな刺激が生まれるまち

203票位2

「#おづの未来計画」  票221位1

61票位3

投票結果

作成者：はるさん

「OZまち計画」 作成者：プクさん

「紡ぎ織り編むプラン」作成者：ゆーきさん

●総合計画の愛称決定！！
市民ワークショップで出た「計画をみんなに知って

もらうため、計画に愛称があるといいのでは」という
意見をもとに愛称案決定の投票を実施したところ、投
票総数485票のうち、221票を集めた「#おづの未来
計画」に決定しました。

詳しくはこちら
▼

たくさんの応募・投票、ありがとうございました！

問合 政策推進課
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任期満了に伴い2人が立候補した泉大津市長選挙は令和6年12月15日に投開票され、即日開票の結果、
南出賢一氏（44歳　無所属）が当選しました。投票率は44.07％で、前回より6.27ポイント上回りました。
任期は、令和7年1月13日から令和11年1月12日までの4年です。開票結果は次のとおりです。

■泉大津市長選挙　開票結果（敬称略・得票順）

候補者 得票数

当選 南出 賢一 2万1,700票
立花�孝志 4,439票

■泉大津市長選挙　投票結果
当日有権者数 6万239人

投票者数 2万6,546人

投票率 44.07％

令和6年12月15日投開票　泉大津市長選挙
南出賢一氏が再選  問合 選挙管理委員会事務局

泉大津急性期メディカルセンターからのお知らせ
  問合 市立周産期小児医療センター事務局総務課　 0725・32・5622

■ナビダイヤルのかけ方のご案内
泉大津急性期メディカルセンターでは、代表電話の混雑防止のため、問合専用の自動音声案内サービスを導入して
います。音声案内に従い、希望の番号を押してください。案内の途中でも操作は可能です。
※音声案内が流れている間は、通話料金はかかりません。

■泉大津急性期メディカルセンター受診時は、紹介状をお持ちください
本センターは、かかりつけ医からの紹介状を持って受診いただくことに重点を置いた医療機関のため、外来受診
時は原則、紹介状が必要です。紹介状がなくても受診は可能ですが、紹介状がない場合は、診療費の他に「選定療養費
（7,700円）」をいただきます。かかりつけ医からの紹介状をお持ちの人は、今まで通り選定療養費は必要ありません。

0570・02・1199
ナビダイヤル

午後5時15分
〜午前8時45分
時間外受付

緊急受診に
ついて ❶番

予約・再診に
ついて ❷番

外来受診・
予約について ❶番

お支払いに
ついて ❷番

書類について ❸番

その他 ❹番

紹介状あり ❶番

紹介状なし ❷番

入院費に
ついて ❶番

外来費に
ついて ❷番

その他 ❸番

料金・預かりの
お問い合わせ ❶番

書類内容・進捗
のお問い合わせ❷番

オペレーターに
つながります

ナビダイヤル（0570・02・1199）のかけ方
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衣服や繊維製品にまつわる思い出、感動したことな
どをテーマとしたエッセイで「繊維のまち・泉大津」を広
くPRするために創設した「泉大津市オリアム随筆賞」。�
第13回の受賞作品が、全国から応募のあった324点の
作品から選考されました。
選考は、有栖川有栖氏、玉岡かおる氏、吉村萬壱氏、
今年度から新たに室井滋氏が加わり、厳正な審議を経て
「オリアム随筆賞（最優秀賞）」を含む上位6作品と、特
別賞の「泉大津市長賞」を最終決定しました。入賞全作
品は市ホームページに掲載しています。
また、3月22日（土）にテクスピア大阪で受賞者の授賞
式および選考委員をパネリストに迎えた「オリアムエッセ
イ文学フォーラム2025」の開催を予定しています。
※詳細が決まり次第、市ホームページでお知らせします。

受賞者一覧（敬称略）
賞 賞金 作品タイトル 氏名・年齢

オリアム随筆賞
（最優秀賞） 50万円 クラスメイト 大西�賢（52）

優秀賞 5万円 手縫いのブックカバー 市薗�勢津子（62）
優秀賞 5万円 織りゆく命 浅野�理恵（43）
佳作 3万円 二枚目のハンカチ 原�稔宏（64）
佳作 3万円 織り姫様の唄 須山�恵美（33）
佳作 3万円 背守りの約束 林�知子（76）

泉大津市長賞 市特産品
2万円相当 優れもの 倉長�秀至（82）

※�年齢は受賞作品が決定した�
令和6年12月12日時点のものです。 受賞作品 

掲載ページ

今回から室井滋さんが加わって男女比が均
等になった。

「クラスメイト」は、サオリさんがクラスの
男子全員を好きというのは少し出来過ぎかと
思ったが、他の選考委員の話を聞く内に、病気
もあって大人びていたサオリさんの目に、ク
ラスの男子たちが子供っぽく愛おしく見えた

のかも知れないと納得がいった。
「手縫いのブックカバー」は、新型コロナウイルスによる夫の死
を、ウェットに流れがちになるところをよく堪えてドライな筆致で
描き切った点が、見事だった。

「織りゆく命」は、福島のからむし織の縦糸と横糸を父母の遺
伝子に喩えることで家族が自分たちの運命を受容していく姿が
印象的で、糸の「物語」が生きる力を生んだのだと思った。

「二枚目のハンカチ」は、誰かのために二枚目のハンカチを持
つという利他的発想に、「織り姫様の唄」は機織りの音が唄である
ことに、「背守りの約束」は背守りの存在そのものに、教えられる
ものがあった。

「優れもの」は作者の人生と毛布との繋がりに、個人的なもの
を超えた時の重みを感じた。
難波利三さん、長い間有難うございました。

今年も候補作の水準が高く、選考にあたっ
ては大いに迷った。
最優秀賞「クラスメイト」は、小学生時代の忘

れがたい記憶が鮮やかに作品化している。「男
子みんなが好き」と言って転校して行ったサオ
リちゃんの心情を色々と想像してしまった。
優秀賞二編のうち「手縫いのブックカバー」

は、手縫いのブックカバーに再生の意味が二重にこめられている
のが巧み。「織りゆく命」は、機織りの音と動きがいきいきと伝わっ
てくるのが心地よかった。
佳作の三作について。「二枚目のハンカチ」は、読む者を素直な

気持ちにしてくれるような作品。「織り姫様の唄」は、からむし織が
家族のドラマに絡んで、このエッセイという織物も生んだように
思えた。「背守りの約束」は大変ドラマティックで、その中心にある
のが背守というのも印象的。
泉大津市長賞も読み応えのある作品が候補に並んだ。その中か

ら選ばれた「優れもの」は、迷いのない力強い筆致で書き抜かれて
いる点に惹かれた。

今年初めて、選考委員に加わりました。
拝見していて、随筆を書き慣れた方が多いのに

まず驚きました。全体の構成がよく練られ、起承転
結もしっかりしていて、とても読み易い。少々意味
不明ながら感情が溢れ過ぎて爆発！…なんてぇの
はまるでなかった。しかし、正直申し上げて、バラ
ンスの整ったものが面白いかというと、かならず

しもそうでない所が難しいのかもしれません。
さて、本題に参ります。最優秀賞の「クラスメイト」は遠い昔の思い出

なのに筆者の心模様のテンションが高く、登場人物のキャラクターも印
象的でした。優秀賞「手縫いのブックカバー」は手縫いのブックカバー
との出会いが筆者のその後の心の支えとなる描写にグッときました。
そして「織りゆく命」も…。家族間の“事件”から“解決”までの道のりを読
みつつ、最後には「良かったね」と呟いたものです。佳作「二枚目のハン
カチ」は「一枚目は自分のため、もう一枚は人のため」がステキ。「織り姫
様の唄」はファームステイの体験が若々しく生き生きと綴られており、

「背守りの約束」は“背守り”にまつわる不思議なお話に引き込まれまし
た。そして泉大津市長賞には「優れもの」がピッタリ！毛布への熱い想
いがそのまま泉大津市の大きな誇りに結びつく作品だと思いました。
他にも強く推した作品がいくつもありました。自分の心を原稿用紙

に写すことは、素晴らしいと改めて感じた次第であります。

今年はレベルの高い作品が多く、悩まされた。
最優秀賞となった「クラスメイト」は、ハンカチな
ど使う意識のなかった昭和の小学生男子が彷彿
とでき、直接書かれてはいない病弱な女子生徒
の姿や思いが浮き立つよう。優秀賞の「手縫いの
ブックカバー」は、淡々としていながら、亡くなっ
た夫の輪郭が浮かび上がるよう。再生されたブッ

クカバーにご自身の今が重なる。同優秀賞の「織りゆく命」は、家族性
低身長症という聞き慣れぬ病名もさることながら、複雑な遺伝子を
織りにたとえた視点が効いた。もし福島での特別な状況が背景にあ
るなら書いてほしかった。佳作「二枚目のハンカチ」はハンカチで他
の作品と重なったが、感動的なエピソード。佳作「織り姫様の唄」は、
織るという体験を独特の音で綴ったオリジナリティが光った。また
は佳作「背守りの約束」は、毛布やセーターなど例年多く書かれるア
イテムと一味違う背守りが印象的。年に一度の『第九』を効かせれば
さらにドラマチックだったかも。泉大津市長賞「優れもの」は毛布の
町・泉大津のよさを余すことなく書けた、感心すべき作品といえるだ
ろう。

選考委員による選評

有栖川 有栖氏

吉村 萬壱氏 室井 滋氏

玉岡 かおる氏
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ひ
ど
い
生
徒
」の
う
ち

の
一
人
だ
っ
た
。男
子
た
ち
の
こ
の
行
儀
の
悪
さ
に
、女

子
た
ち
は
顔
を
し
か
め
た
。学
級
委
員
の
女
子
生
徒
が
、

「
先
生
、ま
た
男
子
が
濡
れ
た
手
を
！
」な
ど
と
報
告
す

る
の
だ
が
、男
子
た
ち
は
そ
の
行
為
を
や
め
な
か
っ
た
。

ま
だ
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
普
及
す
る
前
の
昭
和
の
日
本

で
あ
る
。「
子
供
は
ど
ろ
ん
こ
に
な
る
ま
で
外
で
遊
ん
で

き
な
さ
い
」な
ど
と
親
か
ら「
指
導
」さ
れ
る
よ
う
な
時

代
だ
っ
た
。あ
る
日
、外
が
真
っ
暗
に
な
る
ま
で
公
園

で
友
達
と
遊
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
。心
配
し
た
母
が

叱
り
つ
け
た
の
だ
が
、父
は
、「
男
の
子
は
お
母
さ
ん
を

心
配
さ
せ
る
ぐ
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い
い
ん
だ
」な
ど
と

笑
っ
て
い
た
。そ
う
い
う
時
代
で
あ
り
、そ
う
い
う
地
域

だ
っ
た
。だ
か
ら
、ハ
ン
カ
チ
を
持
ち
歩
く
と
い
う
男
子

は
い
な
か
っ
た
。裕
福
な
男
子
も
成
績
優
秀
の
男
子
も
、

み
ん
な
濡
れ
た
手
は
シ
ャ
ツ
や
ズ
ボ
ン
で
拭
い
て
い

た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、朝
礼
の
時
間
に
、男
子
生
徒
全
員
に

新
品
の
ハ
ン
カ
チ
が
配
ら
れ
た
。先
生
が
、「
サ
オ
リ
さ

ん
か
ら
男
子
へ
の
贈
り
物
で
す
」と
言
っ
た
。

サ
オ
リ
さ
ん
は
大
人
し
く
て
目
立
た
な
い
女
子
生
徒

だ
っ
た
。男
子
の
不
衛
生
な
行
為
に
そ
れ
ほ
ど
怒
っ
て

い
る
気
配
は
な
く
、あ
ま
り
自
分
の
意
見
を
表
明
し
な

い
タ
イ
プ
だ
っ
た
た
め
、こ
の
ハ
ン
カ
チ
の
配
布
は
男

子
を
驚
か
せ
た
。

だ
が
、サ
オ
リ
さ
ん
が
く
れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
、誰
も
持

ち
歩
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。粗
暴
さ
や
不
潔
さ
を
競
う

よ
う
な
小
学
生
男
子
の
世
界
で
、女
子
が
く
れ
た
ハ
ン

カ
チ
を
持
ち
歩
く
の
は
軟
弱
さ
の
象
徴
の
よ
う
に
思
え

た
。多
く
の
男
子
は
女
子
生
徒
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
う
の
は
初
め
て
で
あ
り
、妙
に
気
に
な
っ
た
の
だ
が
、

男
子
み
ん
な
が
あ
ま
り
に
も
意
識
し
す
ぎ
て
、使
お
う

と
し
な
か
っ
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、最
近
、サ
オ
リ
さ
ん
学
校
に
来
な
い

ね
」誰
か
が
そ
う
言
っ
た
の
で
、よ
う
や
く
気
付
い
た
。

た
ま
た
ま
だ
ろ
う
、と
あ
ま
り
気
に
し
な
か
っ
た
の
だ

が
、一
週
間
経
っ
て
も
二
週
間
経
っ
て
も
、サ
オ
リ
さ
ん

は
学
校
に
来
な
か
っ
た
。

「
サ
オ
リ
さ
ん
は
別
の
小
学
校
に
転
校
し
ま
し
た
。も

う
皆
さ
ん
と
は
会
え
ま
せ
ん
」担
任
の
先
生
か
ら
朝
礼

で
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、男
子
た
ち
は
び
っ
く
り

し
た
。

サ
オ
リ
さ
ん
は
重
度
の
ぜ
ん
そ
く
を
も
っ
て
い
た
。

空
気
の
悪
い
東
京
で
こ
れ
以
上
生
活
は
で
き
ず
、環
境

の
い
い
東
北
に
引
っ
越
し
た
の
だ
っ
た
。

十
歳
で
あ
る
。健
康
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、実
際
は
同
い
年
で
命
を
保
つ
た
め
に
住
ま
い
を
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
も
い
た
の
だ
。

男
子
た
ち
は
そ
の
日
、去
っ
て
し
ま
っ
た
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
、サ
オ
リ
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
た
。彼
女
が
勉
強
が

得
意
だ
っ
た
の
か
、誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。音
楽
や
図
工

が
好
き
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、そ
れ
も
み
ん
な
知
ら
な

か
っ
た
。

「
そ
う
い
え
ば
、体
育
の
時
間
、い
つ
も
見
学
し
て
い

た
よ
う
な
気
が
す
る
」男
子
の
一
人
が
そ
ん
な
こ
と
を

つ
ぶ
や
い
た
。

派
手
な
言
動
を
好
ま
ず
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
責
任

と
い
っ
た
も
の
か
ら
も
距
離
を
置
い
て
い
た
彼
女
を

も
っ
と
大
切
に
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
、と
男
子
た
ち

は
後
悔
し
た
。

「
俺
た
ち
が
ハ
ン
カ
チ
を
持
ち
歩
か
な
か
っ
た
か
ら
、

こ
の
学
校
で
暮
ら
せ
な
か
っ
た
の
か
な
」男
子
の
一
人

が
言
っ
た
。

空
気
の
い
い
東
北
で
、と
い
う
先
生
の
言
葉
が
、ま
る

で
自
分
た
ち
の
不
衛
生
な
振
る
舞
い
を
や
ん
わ
り
と
非

難
し
て
い
る
よ
う
で
、や
け
に
こ
た
え
た
。

翌
日
か
ら
男
子
た
ち
は
ハ
ン
カ
チ
で
手
を
拭
く
よ

う
に
な
っ
た
。誰
も
サ
オ
リ
さ
ん
の
こ
と
を
口
に
し
な

か
っ
た
が
、ハ
ン
カ
チ
を
持
ち
歩
い
て
い
る
こ
と
が
、彼

女
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
証
拠
だ
っ
た
。

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
も
っ
と
大
切
に
し
よ
う
。

そ
れ
ま
で
行
儀
の
悪
か
っ
た
男
子
た
ち
は
、風
紀
を

乱
す
こ
と
を
慎
む
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
を
見
て
サ
オ

リ
さ
ん
と
仲
の
良
か
っ
た
女
子
が
言
っ
た
。

「
あ
た
し
、サ
オ
リ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ハ
ン
カ
チ
を
買

い
に
行
っ
た
け
ど
、す
ご
く
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
い
た

よ
。男
子
み
ん
な
が
好
き
な
ん
だ
っ
て
」

ク
ラ
ス
メ
イ
ト

　 

大
西 

賢
・
東
京
都
日
野
市

◆最優秀賞作品

第13回「泉大津市オリアム随
エッセイ

筆賞」が決定しました！  問合 地域経済課
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● �新たなスキルを身につけたい
●�子育てしながらキャリアアップしたい
●�自身のキャリアの選択肢を広げたい
●�仕事もプライベートも両立させたい
●�IT業界に興味がある

〈こんな人におすすめです！〉

申し込みはこちら

日時 2月13日（木）午後1時30分～2時30分
場所 テクスピア大阪
対象 泉大津市民・高石市民・忠岡町民
定員 30人程度（当日参加可能。ただし事前申込優先）
申込 ウェブまたは電話
0725・33・1131

泉大津市民・高石市民・忠岡町民対象  問合 人権くらしの相談課

リスキリングセミナー（求職者・転職者向け）

デジタル化の進展に伴い、スキルの再学習が必要といわ
れています。
新たなスキルを身につけ、自身のキャリアの選択肢を広
げるために、就労に直結するデジタルスキルの習得やキャ
リア形成をサポートしてきた講師がIT業界の事例を用い
てリスキリング（※）について分かりやすく説明します。
※�新しい職業に就くため、あるいは、今の職業で必要とされる
スキルの大幅な変化に対応するために、必要なスキルを獲
得する・させること

成長の鍵は新しいスキルにあり
リスキリングの第一歩を踏み出そう

シニア向けスマホ教室を開催
Android編（全3回）  問合 政策推進課

電話だけ、メールだけではなく、スマホの使い方を基礎から応
用・発展編まで学びます。
2回目と3回目の講座では、スマホに関する質問ができます。

 1回目…基礎編（基本操作やLINEの使用方法）
 2回目…応用編（地図機能や新しい機能の追加方法）
 3回目…発展編（その他の便利な機能について）

日時 �2月18日・25日、3月11日（いずれも火曜日）�
各日午後2時～4時

場所 テクスピア大阪
対象 市内在住のおおむね60歳以上ですべての回に参加できる人
定員 先着16人
申込・問合 2月7日（金）午前10時から電話でNPO法人きんきうぇぶ
0721・29・0019

シシニニアア
きらきらきらきら
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福祉バスの共通停留所を 
設置しました
令和6年12月から、泉大津市・高石

市・忠岡町の福祉バスをつなぐため
の共通停留所を設置しました。
「センペル公園前」では高石市の福
祉バスと、「太平のゆ」では忠岡町の
福祉バスと、それぞれ乗り継ぐこと
ができます。
対象 �60歳以上の人、障がい者手帳を

持っている人、妊産婦、乳幼児連
れの人、対象者の介添え者など
※�車いすを利用する人は、介添え
者と一緒に乗車をお願いします。

問合 泉大津市福祉政策課
0725・33・1131

カモンたかいしの 
トレーニングルームを 
使ってみよう！

カモンたかいし開館10周年イベン
トとして、トレーニングルーム無料
体験を実施します。初めて利用する
人に限り1回無料で利用できます。
期間 �2月21日（金）�

～3月20日（祝）
場所・問合

カモンたかいし�
（高石市西取石6-5-6）
072・263・2622

忠岡町限定デザイン 
『全国消防カード』を配布
忠岡町消防本部では、限定デザイ
ンの全国消防カードをはじめ、消防
や救急に関するグッズやパンフレッ
トを無料で配布しています。
※�数量限定のため1人1枚の配布です
（なくなり次第終了）。

配布時間 �月～金曜日の午前9時～午後
5時30分

配布場所・問合 �忠岡町消防本部総務課
（忠岡町忠岡北1-1-23）

0725・31・0119

泉大津市・高石市・忠岡町の気になる情報をお届けします！

泉大津市 高石市 忠岡町

2市1町広域連携企画

詳しくは 
こちら▼

詳しくは 
こちら▼

ふるさと納税返礼品提供事業者を募集しています  問合 秘書広報課

市では、ふるさと納税寄附額の増加を目指して、魅力ある返礼品の充実に取り
組んでいます。返礼品の充実には、事業者の皆さんの協力が必要です。皆さん
が市内で生産・製造・加工している、自慢の商品を返礼品として登録しませんか。

現在、市のふるさと納税では地場産品である毛布やニット製品、市内の工場
で作られているチーズやハンバーグ、泉州地域特産のタオルが人気です。繊維
製品・食品はもちろん、市内での体験型・店舗型サービスなど特色のある返礼
品もお待ちしています。「私たちの商品は返礼品になるのかな」と思ったら、お
気軽にお問い合わせください。

返礼品提供事業者になることのメリット

❶ 配送料や掲載料は市が負担します
返礼品の配送料、寄附受付サイトへの掲載費用は、市が負担するた
め、事業者の負担は少なく済みます。

❷ 自慢の商品を全国にPRし販路拡大
市では、令和7年1月31日現在で16の寄附受付サイトを運用して
います。サイトに返礼品を掲載することで、全国の皆さんに商品を
PRすることができ、販路拡大につながります。

❸ インターネットでの販売経験がなくても大丈夫
インターネット環境があり、商品管理や発送が可能であれば、すぐ
に始めることができます。わからないことは職員がフォローします。

新たな返礼品の開発や既にあ�
る返礼品の魅力向上に要する経
費の一部を補助します（補助割合：
4分の3、上限額65
万円）。条件など、詳
しくはお問い合わせ
ください。

ご活用ください！
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